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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 平成 22 年 11 月 8 日に公表いたしました平成 23 年 9 月期第２四半期累計期間（平成 22 年 10 月１日

～平成 23 年 3 月 31 日）および通期（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日）の業績予想を下記

のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記  
 
 
１．連結業績予想の修正 
 
 （１）第２四半期連結累計期間（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 9,100 210 160 220 1,940円51銭 

今回修正予想（Ｂ） 8,320 360 340 360 3,175円39銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △780 150 180 140 － 

増 減 率（％） △8.6 71.4 112.5 63.6 － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 22 年 9 月期）
10,615 259 200 315 2,784円20銭 

 

 

 （２）通期（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 
   （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 18,200 450 350 390 3,440円00銭 

今回修正予想（Ｂ） 16,600 600 530 530 4,674円88銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,600 150 180 140 － 

増 減 率（％） △8.8 33.3 51.4 35.9 － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 22 年 9 月期）
20,155 279 187 277 2,448円58銭 

 



 

２．個別業績予想の修正 

 
 （１）第２四半期累計期間（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 8,200 240 220 270 2,381円54銭 

今回修正予想（Ｂ） 7,390 240 220 270 2,381円54銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △810 0 0 0 － 

増 減 率（％） △9.9 0.0 0.0 0.0 － 

 

 
 （２）通期（平成 22 年 10 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 16,400 450 410 450 3,969円23銭 

今回修正予想（Ｂ） 14,800 450 410  450 3,969円23銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,600 0 0 0 － 

増 減 率（％） △9.8 0.0 0.0 0.0 － 

（ご参考） 
前 期 実 績 

（平成 22 年 9 月期） 
18,411 398 347 377 3,326円26銭 

 

 

３．修正理由 

 

  当社グループでは、第２四半期以降、第 10 世代用フォトマスクの需要減少により売上高が前回予

想より下回りましたが、第８世代以下のフォトマスクにおいて、付加価値の高い多階調マスク需要

が当社想定より高かったことに加え、連結対象の海外子会社、頂正科技（台湾）のマスク需要が好

調であったことにより、連結業績において利益が当社想定を上回る見込みとなりました。また、個

別業績におきましても連結同様の要因で売上高は計画よりも減少しましたが、第８世代以下のフォ

トマスクにおける多階調マスク売上の比率が想定より高かったため、利益におきましては前回発表

どおりとなる予定です。 
  なお、3 月 11 日に発生いたしました東日本大震災の影響につきましては、当社工場及び設備につ

きましては特に大きな被害はなく、収益にあたえる影響も軽微でありました。 

 

通期業績予想につきましては、液晶パネル業界におけるフォトマスクの需給環境は不透明感が拭

えないため、売上高は連結業績、個別業績ともに、前回予想を下回る見込みとなります。ただ、第 3

四半期以降も第 10 世代用フォトマスクの機種開発需要をある程度見込んでおり、第 8世代以下のフ

ォトマスクについても、最先端技術を機軸とした顧客への技術サポートによる、付加価値の高い多

階調マスクの受注、ならびに新規顧客への拡販に注力してまいります。 

損益面につきましては、引き続きコスト削減に注力し、且つ高い歩留り率を維持することにより、

売上高は減少いたしますが、連結損益は、前回予想を上回る見込みとなり、個別損益は、前回予想

どおりとなる見込であります。 

   

 また、期末配当につきましては当初発表どおり、１株当たり 1,000 円を予定いたしております。 

 

 

以上 
 


